



















































　2011 年度は 3 回にわたる準備会を行ない，


















































　2011 年度から 2013 年度までの 3 年間が本研
究の期間であり，2013 年４月から最終年度には
いる。次年度は上記５つの研究分野のそれぞれに
ついて研究の結果を明らかにしつつ，プロジェク
ト全体として提言を行なうことになる。2012 年
3 月に教育福祉研究センター主催のオープン研究
会において５つのプロジェクトの中間発表を行
い，学内の声を反映させた，行政，市民，大学の
三者が協働した「子育て支援ネットワークづく
り」のあり方を考えた。
　東日本大震災において地域のつながり，すなわ
ち地域ネットワークが如何に重要であるかクロー
ズアップされたが，日本においてはこの地域ネッ
トワークが，個々の努力にもかかわらずますます
弱くなっていることが指摘されている。とりわけ
都市部では行政等の様々な取り組みがあるにもか
かわらず，自治会（町内会）の組織の弱体化をは
じめとして改善されない状況が続いている。
　本研究においては実践的な課題を示しつつ，大
学が市民や行政と協力してどのようなネットワー
クが可能かその手がかりにつなげたい。
＜研究メンバー＞
子ども学部：山路憲夫・金子尚弘・小林美由紀・
佐久間路子・多喜乃亮介・佐々加代
子・草野篤子・森山千賀子・関谷栄
子・西方規恵・長谷川俊雄・杉本豊
和・牧野晶哲・土川洋子・林薫・成
田弘子・福丸由佳
保　育　科：小松歩・中山正雄・瀧口優
嘱託研究員：中野圭子・井上恵子・奈良勝行・吉
村季織・瀧口眞央
報
　　
告
